
令和５年度障害福祉サービス事業所等に対する集団指導

福祉施設の防火安全対策について

長崎市消防局予防課



火災に対する認識を持ちましょう

火災は、人のちょっとした

油断・不注意から発生します。

火災から大切な人を守るために

消防を含めた

各関係機関の連携が大切です。



「火災を起こさない」

何に気をつければいい？

一緒に考えていきましょう！

「火災が起きたとき」

どう対応すればいいの？



長崎市の住宅火災概況
■住宅火災発生件数

火災件数 建物火災 住宅火災

令和５年 ９５件 ５６件 ３０件

令和４年 ８８件 ４８件 ３２件

前年比 ＋７件 ＋８件 －２件

昨年より火災件数は

７件 増加しています！
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過去10年の長崎市内の住宅火災発生状況

火災件数 住宅火災



死者数
65歳以上
の死者数

令和５年 １人 １人

令和４年 ６人 ４人

前年比 －５人 －３人

依然として住宅火災の高齢者の死者の

割合は高い状態が続いています

長崎市の住宅火災概況
■住宅火災による死者数
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過去10年の住宅火災死者数及び６５歳以上の

死者数

死者 65歳以上



令和４年中

１位

こんろ（食油発火含む）８件

２位

電気器具・配線 ７件

３位

たばこ ３件

住宅火災は例年同じ原因が上位になっており
こんろ(食油発火含む)が

３年連続ワースト１位になっています

長崎市の住宅火災概況
■住宅火災の出火原因

令和３年中

１位

こんろ（食油発火含む）６件

２位

電気器具・配線 ４件

たばこ ４件

灯火 ４件

令和５年中

１位

こんろ（食油発火含む）７件

２位

たばこ ５件

３位

電気器具・配線 ３件

灯火 ３件



まずは防火診断で確認！
長崎市消防局が発行している「防火チラシ」

戦慄！
１１９チューバーヘンリーの恐怖出火体験談

動画を YouTube で公開中

「119チューバー」称するヘンリーが
長崎市消防局管内で実際に発生した

火災の原因を再現し 恐怖体験として語ります

どのように火災が発生するのか動画で学んでみましょう



発生年月 場 所 福祉施設等別 死 者

平成１８年１月 長崎県大村市 認知症高齢者グループホーム ７人

平成２０年６月 神奈川県綾瀬市 障害者ケアホーム ３人

平成２１年３月 群馬県渋川市 老人ホーム １０人

平成２２年３月 北海道札幌市 認知症高齢者グループホーム ７人

平成２５年２月 長崎県長崎市 認知症高齢者グループホーム ５人

平成２５年１０月 福岡県福岡市 診療所 １０人

平成２９年３月 愛媛県愛媛市
障害者支援施設

（共同生活援助を行う施設）
３人

長崎県内で２件も発生しています

過去の福祉施設火災
■近年の福祉施設等における主な火災



発生年月 場所 福祉施設等別 死者 出火原因 職員による初動対応

平成１８年１月
長崎県
大村市

認知症高齢者
グループホーム

７人
マッチ
ライター

消火：試みたが断念
通報：県道を走行中の運転手
避難：避難誘導の遅れ

平成２２年３月
北海道
札幌市

認知症高齢者
グループホーム

７人 ストーブ
消火：不明（調査中）
通報：200メートル先の交番から実施
避難：不明（調査中）

平成２５年２月
長崎県
長崎市

認知症高齢者
グループホーム

５人 加湿器
消火：行われた形跡なし
通報：なし（通行人により行われた）
避難：有効に行われなかったと考えられる

過去の福祉施設火災
■火災発生後の施設職員の初動対応

通報が遅れると消防隊の到着に時間を要してしまいます

初期消火・避難はいつでも迅速に行えるよう訓練を行いましょう



消火 通報

避難

火災発生時の初動対応
■あなたの施設で火災が発生したら・・・

「避難」については限られた人数で
利用者の避難誘導を行わなければ
ならないため工夫が必要です



このマニュアルには…

自力避難困難な者が利用する施設のうち

避難上有効なバルコニー等

又は

防火区画が設置されていないもの

において夜間等に火災が発生した際、

利用者等に比べて少ない職員等で

当該利用者棟の安全確保を図るために、

による実践的な訓練の方法が示されています。

平成３０年３月総務省消防庁作成
消防庁資料より

火災時に一時的に退避することが

可能な屋内の場所への水平避難

火災発生時の避難誘導

自力避難困難者が利用する施設における
一時待機場所への水平避難訓練マニュアル



消防庁資料より



消防庁資料より



消防庁資料より



消防庁資料より



消防庁資料より



消防庁資料より



火災予防に対する消防の取り組み

２

消防団員による

地域の防火訪問

３

高齢者を対象とした

各種研修会での

防火講話

５

防火広報の徹底

(広報誌やSNS等)

４

地域における

防火防災訓練の実施



南消防署

小ヶ倉町３丁目

０９５-８７９－６１１９

中央消防署

興善町

０９５-８２０-０１１９

北消防署

大橋町

０９５-８４８－０１１９

お気軽にお問い合わせください！

火災予防のご相談はお近くの消防署へ


